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チーム活動報告 

静的交流会 

５月１２日に大阪工業大学で行われた静的交流会に１回生の 5 人、付き添いとし上回生

1 人参加しました。講習会では、デザイン、プレゼンテーションそして Cost(コスト)の上

位校がどのような視点を持ち、取り組みをしているのかといったことを説明してください

ました。それに加え、審査員側の見解を聞くことができ、他大学の人と意見交換をするこ

とで、交流を深めました。今回の静的交流会で学んだことを参考にしながら対処・解決し

ていきたいと思います。 

  

図 1 設計者が考えること 
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製作の活動報告 

立地 

５月２７日に Frame に足周りを取り付け

ることができるかの確認を行うために立地

を行いました。その結果ですが、設計寸法

通りの位置にＡアームを取り付けることが

できました。しかし取り付け中に各ブラケ

ットに長さ調整のために挟み込むカラーの

個数が足りなくなってしまい、足りない分

のカラーの製作を行うことになり、立地完

成に時間がかかってしまいました。そのた

めに来年度は立地を行う前に必要な個数の

確認を行っていきたいと思います。  
図２ 立地完成 
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静的書類の報告 

Ｃｏｓｔ Rｅｐｏｒｔ 

5 月中旬から、大会に提出する Cost Report の作成を 1 回生の５人、上回生３人の計８人

で行っています。例年では上回生のみで作成するのですが、今年は 1 回生が部員の大半を

占めるため引継ぎも兼ねて協力してもらいます。主な作業ですが 1 回生は主に 3DＣＡＤ

データから部品の 2D の図面に変換し、ＦＣＡ（部品ごとのコスト計算）は上回生が主体

となって行っています。また 1 回生にも 1 部の部品の FCA 計算を指導しながら作成して

います。6 月中旬を目処に Cost Report を終わらせて行く予定です。 

 

ＳＥＳ（Structural Equivalency Spreadsheet）  

今年は Flame の構造を大幅に変更したので、全方面からの荷重に耐えることを証明す

るために３Ｄの CAD で表記しました。昨年では Front Bulkhead(フロントバルクヘッド)

から Front Hoop(フロントフープ)までの側面が平面（２Ｄ）で単純な構造なために三角構

造等の表記の必要がなかったが、今年は立体（３Ｄ）のため三角構造の表記が必要なため

複雑な構造になってしまい、表記する内容の見落としが起こりました。今回は確認不足で

すのでしっかり確認をメンバーで行い、見落としをなくしていこうと思います。 

主な内容として、４月末に提出した SES（等価構造計算書）の「曲がったチューブの平

面から３０度以下の角度でなければならないこと」の証明が不足しているという点を大会

審査から指摘を受け、内容の訂正を行いました。この注意された点は屈曲したチューブが

Front および Main Hoop 以外の一次構造のどこかで使用されている場合、追加のチューブ

を取り付けてサポートする必要があり、接続点は両端に接続する直線から最も離れている

管に沿った位置でなければならないというレギュレーションに沿っていると証明する必要

があったためです。そのため図 7 の証明する写真をメールに添付し 5 月上旬に大会の審査

員に再提出を行い、承認を受けました。 
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図 3 修正した証明画像 
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今後の活動 

 

６月の下旬ごろにシェイクダウンを完了させていきます。静的審査では、６月１９日に

デザインレポート、６月２０日が Cost Report の提出日なのでそれに向けて活動してい

きたいと思います。そしてＣＡＤ講習会などさまざまな講習会が開かれるので積極的に参

加し、技術や知識を身につけていこうと思います。今後ともご支援よろしくお願いしま

す。 

 

 

2018 年度 摂南大学 全学フォーミュラプロジェクトメンバー 一同 
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スポンサー様一覧（順不同、敬称略） 
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ご支援・ご協力ありがとうございます. 

 

報告書作成者 機械工学科２回生 松賀 裕大 

機械工学科１回生 清水 推  

株式 

会社 

 

小松行永商店 


